
さまざまな色ガラスを組み合わ

せて模様や風景、動物などをつく

るステンドグラス。長崎の大浦天

主堂や明治村の聖ザビエル天主堂

などのステンドグラスは良く知ら

れているが、大阪でも北区中之島

の大阪市中央公会堂や、此花区伝

法の旧鴻池本店などで美しい色模

様を見ることができる。

ステンドグラスが日本に伝わった

のは、江戸時代とされている。明

治・大正以降の建築物に好んで用

いられるようになり、専門職によ

る特殊技術として伝えられてきた。

だが近年は機材の改良などもあっ

て個人工房でも楽しめるようにな

り、各地の生涯学習関連施設でも

人気教室のひとつになりつつある。

大阪の手作り文化の発信基地とし

て木工、染色、織物のほか金工、陶芸、

ガラス工芸と多彩な工房を展開する

「大阪市立クラフトパーク」でも、

ガラス工芸の分野で吹きガラス工

房、バーナーワーク工房、キルンワ

ーク工房と並んでステンドグラス工

房を開講しており、多くの受講生が

ステンドグラスと取り組んでいる。

このステンドグラス工房の指導

員が、青野広治さんである。

青野さんの教室には、初心者対象

の基礎コース（週1回3時間×10回、3

ヵ月）と、基礎コースを修了して続

行する本科コース（同9ヵ月30回）、さ

らに技能を高める本科継続コース（1

年以上）があり、主婦やOL、学生など

19歳から79歳までの約90人が受講中。

「99年10月の教室オープンから続

けている生徒さんが約2割おられま

す。ひとつの作品を制作するのに、

けっこう時間がかかりますので、本

科コースから本科継続コースに進む

方が多いようです」と青野さん。

訪れた日、クラフトパーク2階の
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プロフィール 青野　広治（あおのこうじ）さん
1965年、東京都生まれ。88年近畿大学理工学部建築学科卒業後、ガラス素材を主
としたアートワークの企画制作会社に入社。ステンドグラス、モザイクパネル等の
プラン及び制作技術を習得。89年8月、ドイツ南部のフラウ・ナウ市で毎年行われて
いる著名なグラスアーティストのワークショップに参加し、グラスペインティング
やサンドブラストを学ぶ。91年7月、近畿大学造形意匠ゼミのサマーセミナー（ステ
ンドグラス）に講師として参加。97年5月に退社し独立した。主な作品に、94年の
桃山学院（大阪）チャペル／レディッドグラス、大丸百貨店（福岡）／アートワー
クや大和キリスト教会（奈良）のステンドグラス等多数。99年10月からクラフトパ
ークの指導員としても活躍中。

光と色彩ガラスの”魔術師”
ステンドグラス指導員

C L O S E - U P

冥途の飛脚　亀屋忠兵衛（写真提供：三世桐竹勘十郎さん）ステンドグラス教室風景（2004年1月）



工房では、型紙に合わせてガラスを

カットする人、カットしたガラスを、

研磨機にかけて成形する人など思い

思いの作品づくりが行われていた。

そんな生徒たちの手元に気を配りな

がら、ステンドグラスの魅力を話し

てくれた。「ステンドグラスって、

すごく綺麗で、夜と昼の顔があるの

ですが、まるで光を自分でコントロ

ールしているような素材だと思いま

す。だからガラスと光が一緒になっ

てはじめて表現が可能になる、そこ

が一番の魅力でしょうね」と。

サマーセミナーで
ステンドグラスと出会う
東京生まれだが、「ホントに生ま

れただけで（笑）」、奈良県生駒市

育ちだ。近畿大学附属高校から近

畿大学建築学科へ進学するが、「ク

ラブ活動らしきものは何もしてい

ないし、組織に入ったりするのが、

あまり好きではなかったようです。

協調性が無かったのかも知れない

ですね（笑）」という学生時代。

そんな青野さんが、ステンドグ

ラスと出会うのは、造形意匠コー

スに所属していた大学3年生の夏の

ことだ。ゼミのサマーセミナーで、

ステンドグラスの制作が実施され

た。「必須だったので受けたのです

が、ステンドグラスはもちろん、

その時の先生がユニークな人で印

象に残りましたね」。

就職活動に入った87年から88年に

かけては、バブル経済が右肩上がり

で上昇中だった。住宅メーカーやゼ

ネコンの青田買いが顕著な時代で、

建築学科出身は売り手市場である。

だが、「普通にゼネコンなどに就職

することに疑問を持ったというか、

感触的にぴったりくるものがなかっ

たんですね」と当時を振り返る。

就職先を決めずに卒業した1ヵ月

後、青野さんが訪れたのは、あの

サマーセミナーの先生、八田雅博

さんが主宰するアートワークの企

画制作会社だった。

幸い、すぐにアルバイト（見習い）

がスタート。だが、ステンドグラス

については、学生時代の経験だけで

ある。営業を覚えながら、ガラスを

切ることから始めた。入社翌年の8

月には、ドイツ南部の都市フラウ・

ナウに1ヵ月滞在し、ステンドグラ

スアーティスト、ゲルハルト・リブ

カさんのワークショップでグラス・

ペインティングとサンドブラストを

学んでいる。

帰国後も、ステンドグラスやモザ

イクパネルなど、アートワークのプ

ランや制作技術の習得が仕事だっ

た。モノづくりに対する考え方は、

八田さんからの直伝である。そう

したなかで、大阪女学院や茨木教

会、宝塚水明館などのステンドグ

ラスを制作。他にも千里阪急ホテ

ルや桃山学院大学、東京本郷カト

リック教会などのチャペルステン

ドグラスの制作に参加している。

生駒市で独立、開業
招かれクラフトパークへ
クラフトパークの指導員に招か

れたのは、クラフトパークがオー

プンする半年前の準備室段階から

だ。

97年2月に八田さんの会社を退社

し、生駒市内に個人工房を設立し

て制作活動を始めていた青野さん

は、すでに関西では数少ないステ

ンドグラスの専門家として知られ

る存在だった。

そんな青野さんだが、教えると

いう部分で、悩みがないわけでは

ない。それは、「作り方を指導する

のは自分の経験で出来ますが、セ

ンスを養うというのはなかなか教

えきれない」という言葉に集約さ

れている。

ステンドグラスには、ガラスの

切り方やハンダの仕方などの技術

面と、もうひとつ、どのようなガ

ラスを選ぶのか、どう組み合わせ

るのかといったセンス面との2面性

を持ち合わせているということだ。

センス面での助言をしすぎると、

生徒にとってプラスにはならない。

これが、「教室担当以来4年を経た

今も抱きつづける、僕の中のテー

マ」なのである。

だが、生徒の定着率は高い。第1

期生で、本科継続コースに所属し、

今はキャンドルライトを制作して

いる団体職員の男性（40）は、「大

学の卒業旅行先の長崎で、教会の

床に映っていたステンドグラスの

鮮やかな色が今も印象に残ってい

ます。いろんな個性を持つガラス

を組み合わせることで1枚の絵にな

り、光を当てると表情が変わる。

見ていてあきないし、作る過程も

楽しい。これから？、当然続けま

す」と意欲満々。

昨年7月から通っているという主

婦（29）も「人魚をモチーフにし

たパネルを作っています。作る楽

しみだけでなく、人との出会いが

あるのもいいですね」と話してい

た。

（文・脇本勤／写真・高島悠介）
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大和キリスト教会小聖堂のステンドグラスを製作（2001年7月）［写真提供＝青野さん］


